
日本基督教団 八ヶ岳教会 主日礼拝  NO.1207  2022 年 1 月 16 日 10:30~ 

牧師  山本護        司式  清水由可     奏楽 花曲琴音   ※讃美歌は二番までうたいます                                                                     

前  奏 黙想 

讃 美 歌  58 かみよ、みまえに 

祈  禱 

信仰告白 使徒信条 566 

聖  書  イザヤ書 42:9 

       マルコによる福音書 1:14~15 

讃 美 歌 121 まぶねのなかに 

説  教  『 天と地が反転した 』 

祈  禱 

讃 美 歌  344 とらえたまえ、わが身を 

献  金 

讃  詠  547 いまささぐるそなえものを 

黙  禱 

主の祈り  564 

讃  詠 545 父のみ神に 

祝  禱   後  奏        

 「ヨハネが捕らえられた後、イエスはガリラヤへ行き、神の福音を宣べ伝えた(ﾏﾙｺ 1:14)」。母の胎

にいる時から、イエスにはヨハネという伴走者がおり、なんと弟子になるかのようにヨハネから洗礼

を受ける(1:9)。ヨハネとは、それほどまでにイエスが頼りにしていた人物。そんなヨハネは捕らえら

れ(1:14)、処刑されてしまう(6:27)。伴走していたヨハネとの結びつきが断ち切られた所から、イエス

は語り始める。「〔時は満ち、神の国は近づいた。悔い改めて福音を信じなさい〕と言われた(1:15)」。 

 「見よ、初めのことは成就した。新しいことをわたしは告げよう。それが芽生えてくる前に、わた

しはあなたたちにそれを聞かせよう(ｲｻﾞﾔ 42:9)」。初めのことは成就し、洗礼者ヨハネという偉大な人

物の働きは終わった。預言者は、そこから芽生えてくるまったく新しい救いを告げる。すなわち「神

の国は近づいた。悔い改めて福音を信じなさい(ﾏﾙｺ 1:15)」という、キリストの福音である。 

ヨハネとイエスは、世の邪悪な力(6:24)によって断ち切られた。だがこの断絶は預言者が語る「初

めのことの成就」であり、驚くべき転換点であった。ヨハネが求めたのは「罪の赦しを得るための悔

い改めの洗礼(1:4)」。つまり、地上の民から天の神への方向だ。イエスが告げた「神の福音(1:14)」は

どうなのか。ヨハネは「その方は聖霊で洗礼をお授けになる(1:8)」と語ったが、天から聖霊が降り、

民は地上で「悔い改めて福音を信じる(1:15)」。天の聖霊が降って民は悔い改め、福音が開かれる。す

なわち、民から神への方向ではなく、神から民への方向だ。断絶した深い谷底でこんな反転が起った。 

「時は満ち、神の国は近づいた(1:15a)」。イエスが受洗した時、「天が裂けて〝霊〟が鳩のように御

自分に降って来るのを、御覧になった(1:10)」。天から地に向かって「神の国は近づいた」。イエスは

罪人の洗礼を受け(1:9)、私たちの内におられるからここに聖霊は降り、私たちは「聖霊の洗礼を受け

る(1:8)」。私たちは「信じる能力」によってではなく、聖霊によって「悔い改めて福音を信じる(1:15b)」。

天と地が反転すると、私たちもまた「悔い改め=方向転換し」、「福音=よきおとずれ」を聴く。 

洗礼者ヨハネの許にやって来た民は、全方位からではあるが、せいぜい「ユダヤの全地方(南の旧ユ

ダ王国)とエルサレム(1:5)」周辺だった。そのあたりまでが「神の民」の領域とされていたからだ。と

ころがヨハネと断ち切られた「イエスはガリラヤへ行き、神の福音を宣べ伝えた(1:14)」。 

イエスの故郷である北方の「ガリラヤ」とは何であろうか。ガリラヤの北はフェニキア、そして西

へ行けばすぐ地中海、海路でローマやイスパニア(ﾛﾏ 15:24)にまで結びつく。つまりガリラヤとは、異

民族・異文化・異教的な世界への扉なのだ。おまけに適度に雨も降り自然の生態系まで多様で、荒涼

としたエルサレム周辺とはことごとく違っている。こうした自然環境も含め、徹底した反転であった。 

「新しいことをわたしは告げよう。それが芽生えてくる前に、わたしはあなたたちにそれを聞かせ

よう(ｲｻﾞﾔ 42:9)」。私たちは聖霊の降臨を受けてキリスト復活をこの身に覚え、復活によって十字架を

受容する。十字架という神の子の犠牲があってこそ、イエスの言葉やふるまいが胸深く留まる。時ま

で逆に流れている。「それが芽生えてくる前に(42:9)」、圧倒的な愛の恵み「福音」はすでに在った。 

列車の窓から流れゆく風景を見ていたい だが座席のこちらとあちらでは何という違いであろうか 

迫って来る風景と去って行く風景 まるで別物だ 生涯の時間も福音も 背中の側からやって来る 

次主日 1/23の礼拝説教は長崎哲夫牧師にお願いしています(2カ月に一度)。11/17(月)10:00～11:30

甲府での聖研(YMCA)。牧師の動き:1/19YMCAで聖書の話。12/20 ｷﾞﾘｼｱ語の学び、1/21 ダルク支援会。 

礼拝堂・集会所の住所：408-0012 山梨県北杜市高根町箕輪 2265-3   

連絡・問い合わせは牧師へ：408-0205 北杜市明野町浅尾新田 1324  TEL 0551-25-4008  

ﾒｰﾙ komechan.olive @ orange.zero.jp  HP は「日本基督教団八ヶ岳伝道所」で検索して下さい。 


